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平成 30 年 7 月豪雨 

災害 VC 運営支援活動プロジェクト 

～広島県三原市での活動とこれからに向けて～ 

 

はじめに 
 
 2018 年 7 月に発生した「平成 30 年 7 月豪雨」に対して、岩手県立大学のボランティ

アサークル「風土熱人 R（フウドネットアール）」、岩手県内の学生ボランティア団体で

構成されるネットワーク組織「いわて学生ボランティアネットワーク」は全国社会福祉協

議会・中央共同募金会・ソーシャルワーク教育学校連盟の協働プロジェクトである「災害

ボランティアセンター（以下、災害 VC）運営支援活動プロジェクト」に参画し、広島県

三原市災害ボランティアセンターのスタッフの一員として、災害 VC スタッフと共に活動

させていただきました。また、今回の活動は埼玉県立大学・長野大学・県立広島大学の 3

大学合同で行われ、学生ボランティアが 50 日間途切れなく三原市を応援するプロジェク

トとなりました。 

 現地での活動は、①ボランティアにいらした方の受付等の災害 VC 運営のお手伝い、②

地域の復興支援イベントのお手伝い、③現地スタッフと一緒に被災エリアのお宅を一軒ず

つまわってのボランティアニーズ調査、④泥出し等の現地ボランティア、⑤ニーズ票等の

データベースの情報整理、⑥災害 VC の引越し作業等です。 

 現在では現地での活動を岩手県内で報告し、多くの方に被災地域の様子をお伝えする取

り組みを行うほか、定期的に募金活動を行い継続的な応援を続けています。 

 本資料では、学生チームの団体紹介、被災地等で行ったボランティア活動の具体的内

容、活動を通じて生まれた学生の想い等をまとめました。三原市社会福祉協議会の方々を

はじめ、岩手県内で災害・防災活動に取り組む方々、今後被災地支援活動を始めようとす

る学生など、より多くの方にお読みいただき、今後の復興支援活動の参考となることを願

っています。 
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平成 30 年 7 月豪雨の概要  

 

●気象の概況 

 ６月２８日以降、華中から日本海を通って北日本に停滞していた前線は７月４日にかけ北海

道付近に北上した後、７月５日には西日本まで南下してその後停滞した。また、６月２９日に

日本の南で発生した台風第７号は東シナ海を北上し、対馬海峡付近で進路を北東に変えた後、

７月４日１５時に日本海で温帯低気圧に変わった。前線や台風第７号の影響により、日本付近

に暖かく非常に湿った空気が供給され続け、西日本を中心に全国的に広い範囲で記録的な大雨

となった。 

 ６月２８日から７月８日までの総降水量が四国地方で１８００ミリ、東海地方で１２００ミ

リを超えるところがあるなど、７月の月降水量平年値の２～４倍となる大雨となったところが

あった。また、九州北部、四国、中国、近畿、東海、北海道地方の多くの観測地点で２４、４

８、７２時間降水量の値が観測史上第１位となるなど、広い範囲における長時間の記録的な大

雨となった。この大雨について、岐阜県、京都府、兵庫県、岡山県、鳥取県、広島県、愛媛県、

高知県、福岡県、佐賀県、長崎県の１府１０県に特別警報を発表し、最大限の警戒を呼びかけ

た。風については、台風第７号の通過に伴い、沖縄から西日本で７月１日から５日にかけて最

大風速２０メートルを超える非常に強い風を観測した。また、沖縄・奄美から九州地方にかけ

て海は大しけとなった。 

 これらの影響で、河川の氾濫、浸水害、土砂災害等が発生し、死者、行方不明者が多数とな

る甚大な災害となった。また、全国各地で断水や電話の不通等ライフラインに被害が発生した

ほか、鉄道の運休等の交通障害が発生した。 ［気象庁 HP( 平成 30 月 10 月 23 日閲覧）］ 

 

●全国的な被害状況 

（１）人的被害 

ア 死者 224 名   

イ 行方不明者 8 名   

ウ 負傷者等 

・重傷 109 名 

・軽傷 315 名 

（２）住家被害 

・全壊 6,695 棟 半壊 10,719 棟 一部破損 3,707 棟  

（３）避難所開設状況 

   ・避難所が開設された都道府県：長野県・大阪府・岡山県・広島県・愛媛県 

 

［参照：内閣府 HP（平成 30 年 10 月 23 日閲覧）］ 
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●広島県三原市の被害状況 

（１）人的被害 

  ア 死者 ８名 

  イ 負傷者 10 名 

 

（２）建物被害 

  ア 浸水害 2,575 棟（うち住家は 1,424 棟） 

  イ 土砂災害 399 棟（うち住家は 194 棟） 

 

（３）交通被害 

  ア 被害箇所 1,114 箇所（市管理道路） 

  イ 推定被害額 4,035,000（千円） 

 

（４）河川被害 

  ア 被害箇所 442 箇所（市管理河川） 

  イ 被害想定額 2,116,000（千円） 

 

（５）ライフライン等の状況 

  ア 水道 

   ・7 月 7 日、市内全域が断水（断水戸数 38,856 戸）。7 月 30 日に完全復旧。 

  イ 電気 

   ・7 月 7 日、市内 9,572 戸が停電。7 月 17 日に完全復旧。 

 

（６）避難状況 

  ア 避難所及び避難者数（ピーク時 H30．７.７ ７:００） 

   ・計３３箇所、2,031 名が避難。 

   

 

 

 

 

 

 

      土砂崩れの様子              土砂が残っている道路 

 

［参照：三原市 HP（10 月 23 日閲覧）］ 
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私たちが活動した広島県三原市について 

 

●三原市の概況 

（１）人口 94,456 名（H30．11.30 現在） 

 

（２）面積 471 ㎢ （例：岩手県釜石市が 440 ㎢） 

 

（３）地理 

市の中心を東広島市の賀茂台地を源とする二級河川沼田川が流れ、その河口に中心市街

地が栄えている。現在の中心市街地の大半が埋立地で海岸線間近まで急峻な山が迫ってい

る一方、北部は吉備高原南端の標高 400 メートル以上の高原地帯、西部は概ね丘陵地であ

り、市域の東半分が旧備後国、西半分が旧安芸国となっている。 

 

（４）三原市の主な特徴 

 三原城の城下町を起源とする街であり、備後都市圏の中心都市のひとつとして栄えてい

た歴史をもつ。山陽新幹線・山陽本線・呉線・三原港・広島空港・山陽自動車道など主要

交通が整っている。工業が盛んであり、沿岸部には古くから重化学関連企業が、内陸部の

工業団地には電子機器関連を中心とした企業が進出している。農業では、沿岸部での柑橘

類や山間部での水稲・果樹などが栽培されている。 

 2005 年に大和町、久井町、本郷町、旧三原市が合併し、現在の三原市となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［参照：三原市 HP（12 月 31 日閲覧）］ 
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活動内容早見表 
 

 

 

 

 

 

          ７月 11 日 「いわて学生ボランティアネットワーク」臨時連絡会 

街頭募金活動          3 大学合同での募金活動を計画。 

 

                ＜募金活動実施のための関係先相談、準備期間＞ 

 

            21 日    街頭募金活動（21～22 日，28～29 日） 

             ～      学内募金活動（23～27 日） 

            29 日    募金総額 589,000円 

                 ⇒赤い羽根共同募金「ボラサポ・豪雨災害」へ全額寄付 

 

          ８月３日  「災害 VC 運営支援活動プロジェクト」に関する打ち合わせ 

現地支援活動           現地支援を計画。有志の学生で支援チームを結成。 

 

                ＜現地活動実施のための計画・準備期間＞ 

              17 日  株式会社「ドンドンアップ」の衣類支援への協力 

 

21 日        岩手県立大学にて事前研修会 

23 日     広島県三原市での支援活動（第１陣） 

             ～       災害 VC 運営スタッフとして参画 

            31 日     地域イベント「元気を出そうかい」サポート 

 

           ９月 10 日     広島県三原市での支援活動（第２陣） 

                          ～     埼玉県立大学・長野大学・県立広島大学との協働 

                         21 日    三原市災害 VC 引越し 

 

募金活動      10 月 20 日    岩手県立大学大学祭にて募金活動 

             21 日    募金総額 13,788円 

⇒三原市社会福祉協議会へ寄付 

2018 年 6 月 29 日～7 月 8 日 

西日本を中心に河川氾濫や 

土砂災害が派生 

活動１期 

活動２期 

活動３期 
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本編 

 

Ⅰ．発災後の学生達の動き  

Ⅱ．現地支援活動 

Ⅲ．学生達のオモイ 

Ⅳ．これからに向けて 
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Ⅰ．発災後の学生達の動き 

 

１．岩手の学生チームについて 

２．募金活動 
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１．岩手の学生チームについて 

 

●いわて学生ボランティアネットワークとは 

 

 いわて学生ボランティアネットワークは、岩手県内で地域活動・ボランティア活動に取り組

んでいる学生団体で構成されるネットワーク組織として NPO 法人いわて GINGA -NET の呼

びかけのもと 2015 年に結成されました。岩手県内の学生相互の連携・連絡・情報共有のもと

に、学生相互の連携をより円滑化、促進することを目的とし、2018 年年度時点では下記のよう

な取り組みを行っています。 

 

 ・ボランティア活動に関する情報交換（連絡会） 

  …定期的な連絡会を開催し、活動紹介や悩みの共有、コラボ企画の相談をしてします。 

 ・ボランティア活動に関する相互交流（研修会） 

  …活動のスキルアップ・所属や学年を超えた交流を目的とした研修会を開催しています。 

 ・いわて学生地域活動フォーラムの開催 

  …より広い学生ネットワークの構築、復興支援活動をはじめとする各団体の地域活動に関    

するふりかえりや情報交換を目的に、学生主体によるフォーラムを 2018 年 3 月に開催    

しました。 

 

 上記のような取り組みは、普段の学生間の連携・つながり作りとして実施していますが、同

時に災害時のような有事の際に学生達がスピーディーに連携しあえるような「顔のみえる関係

性づくり」もねらいとしています。時差氏に 2016 年の台風 10 号災害では盛岡大学・岩手県立

大学の学生チームが協働して現地ボランティア活動に従事するような例がありました。 

 このように、学生間による平時の連携・交流と有事に備えた関係づくりの二本軸を意識しな

がら様々な実践に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 団体の強みを活かした連携を考える研修     台風 10 号での災害ボランティア 
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●岩手県立大学風土熱人 R とは 

 

 岩手県立大学風土熱人 R（フウドネットアール）は、2007 年の新潟県中越沖地震での災害ボ

ランティアセンター運営支援を経験した当時の学生達が発足した災害支援・防災活動を主眼と

した地域貢献ボランティアサークルです。2018 年度時点では総勢 70 名を超える学生で構成さ

れ、活動は多岐にわたっています。 

 

 ・災害支援活動（東日本大震災、関東・東北豪雨、熊本地震、台風 10 号被害など） 

 ・漁業支援活動（釜石市、大槌町、山田町の漁師のお手伝い） 

 ・内陸避難者交流会（震災の影響で内陸に避難・移住された方を対象としたサロン活動） 

  ※滝沢市社会福祉協議会、NPO 法人いなほと主催 

 ・フードバンク（余った食料品を回収し、食料を必要とされている方へ届ける活動） 

 ・防災活動（滝沢市川前地区の防災訓練への参加、防災キャンプ実施など） 

 ・その他、地域イベントなどのボランティア活動 

 

 上記のような、地域からのボランティアニーズに応える形で活動を行っており、それらの活

動を基盤として災害が起こった場合に学生がどのような役割・活動を行っていけるかを考えて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  牡蠣の養殖作業のお手伝い          学生企画の食料品回収イベント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 内陸避難者交流会（お茶っこサロン）            被災地域でのニーズ調査 



11 

 

２．募金活動 

 

●経緯 

西日本を中心とした豪雨被害の情報を受け、7 月 11

日に「学友会ボランティア委員会 結-You-（盛岡大

学）」の代表から「いわて学生ボランティアネットワ

ーク」の SNSグループを通じて各学生団体の代表陣に

支援活動の情報共有・協力の打診があり、同日に岩手

県立大学学生ボランティアセンター内にて臨時のネ

ットワーク連絡会を開催しました。各団体の今後の動

きについて情報共有をしていく中で「募金活動を検討

しているがどこで実施して、どのように寄付すればよ

いか分からない」、「何かしたいがテスト期間に入るため団体内だけでは計画するのが難しい」

などの意見が寄せられ、協議の結果、岩手大学（三陸復興サポート学生委員会）・盛岡大学（学

友会ボランティア委員会 結-You-）・岩手県立大学（学生ボランティアセンター・復興

girls&boys*・風土熱人 R）の 3 大学 5 団体合同で街頭募金活動を計画。学生自身が普段から様々

な形での復興支援活動に関わっている背景もあり、被災地に多様な支援を届けるため寄付の用

途も支援金として寄付することに決定しました。また、シフト調整など各団体だけでは補えな

い部分を協力し合う体制づくりも議論しました。その後、「NPO 法人フードバンクいわて」、

「青少年活動交流センター」など各団体の活動で日常的に関わりのある施設・団体に募金活動

の活動場所の提供について相談・調整を行いました。 

 

●募金活動 

街頭募金活動は盛岡駅前滝の広場、盛岡クロステラス、川徳百貨店、いわて県民情報交流セ

ンター（アイーナ）に活動場所を提供いただき、7 月 21 日、22 日、28 日、29 日の 4 日間実施

しました。また、岩手県立大学の構内でも「風土熱人 R」の学生メンバーを中心に 7 月 23 日

から 27 日の 5 日間募金活動を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

  盛岡駅前滝の広場での募金活動       心温かい応援もたくさんいただきました 

連絡会の様子 
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【活動状況】     

 ①街頭募金活動 

  期間：７月 21 日（土）、22 日（日）、28 日（土）、29 日（日） 計 4 日間 

  場所：アイーナ、盛岡駅前、クロステラス盛岡、川徳百貨店 

 

 ②学内募金活動 

  期間：７月 23 日（月）～27 日（金） 

  場所：岩手県立大学 エントランスホール、購買前、共通講義棟入口 

 

 募金総額：589,000円 

 

●支援金贈呈式 

 8 月８日（水）、盛岡市社会福祉協議会（盛岡市総合福祉センター）のご協力のもと、支援

金贈呈式を開催。先日の募金活動で集まった寄付金は赤い羽根共同募金「平成 30 年 7 月豪雨

災害 ボランティア・NPO 活動サポート募金（ボラサポ・豪雨災害）」へ全額寄付しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援金の活用方法について説明いただきました        支援金贈呈の様子 
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Ⅱ．現地支援活動 

 

１．現地支援活動までの経緯 

２．災害 VC 運営支援活動プロジェクトの概要 

３．各活動の内容紹介 

４．各日の活動内容・感想 
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１．現地支援活動までの経緯 

 

（１）災害 VC 運営支援活動 P への参画 

 「日本ソーシャルワーク教育学校連盟（以下、

ソ教連）」では全国社会福祉協議会（以下、全

社協）・各市町村社会福祉協議会（以下、市町

村社協）からの要請のもと「災害ボランティア

センター運営支援活動プロジェクト（以下、災

害 VC 運営支援 P）」を計画。「災害 VC 運営

支援 P」とは学生ボランティアの“継続的活動”

を可能にすることを目的とし、ソ教連は全国の

加盟校への参加の呼びかけ・助言を行い、全社

協は活動先となる災害 VC の現地調整、中央共同募金会（以下、中央共募）からは活動にかか

る経費の助成を行うといったソ教連・全社協・中央共募の協働プロジェクトとなります。 

 ソ教連の会員校である岩手県立大学（以下、岩手県大）においても学内へ「災害 VC 運営支

援 P」の広報活動を実施し、募金活動後も継続的な支援活動を検討していた学生有志で支援チ

ームを結成し、現地支援活動を計画することとなりました。 

 現地調整をしていただいたもと、広島県三原市での支

援活動が決定。発災後から現地での支援活動に従事して

おり、過去にも学生による災害ボランティア活動プログ

ラムに関わっていた山本 克彦氏（日本福祉大学）に同時

期に広島県三原市での支援活動を計画されていた新井 

利民氏（埼玉県立大学）、日野 泰宏氏（越谷市社会福祉

協議会）と繋いでいただき、埼玉県立大学（以下、埼玉

県大）・岩手県立大学合同の支援プロジェクトを計画することになりました。継続的な支援活

動を行えるよう埼玉県立大学の学生チームの活動日程を考慮した結果、岩手の学生チームは現

地での活動を 2 期間（第１陣では風土熱人 R、第２陣ではいわて学生ボランティアネットワー

ク）に分けて実施することに決定しました。各大学で活動日程が空いてしまう期間は岩手県大・

埼玉県大の相互が補い合うことで、8 月 13 日から 10 月 1 日までの 50 日間途切れることなく

三原市を応援する一大プロジェクトとすることができました。 

 現地の具体的な活動プログラムは西田 俊明氏（三原市社会福祉協議会）、、山本氏、日野氏

にコーディネートしていただきました。また、岩手の学生チームは現地活動に出発する前に岩

手の古着ショップ「ドンドンアップ」の衣類支援の仕分けボランティアにしており、その際同

時期に三原市内でフリーマーケットのイベントをするとの情報をいただき、一緒に協力するこ

とにつながりました。 



15 

 

現地での宿泊場所は日野氏、吉岡 幸治氏（三原市社会福祉協議会）、高森 裕子氏（三菱総

合研究所）による調整のもと、高森氏が所有する三原市内にある空き家を学生の滞在拠点とし

て提供していただきました。 

（２）第１期の現地での活動 

 第１期では学生 5 名が 8 月 23 日～31 日の 9 日間現地支援活動を行いました。活動中は山本

氏にも帯同していただき、現地の移動・活動中のサポートをしていただきました。期間中は災

害 VC の受付班の運営補助、マッピング作業、アウトリーチ活動（ローラー作戦）、災害 VC

内の環境整備が主な活動でした。また、8 月 25 日（土）には三原市内の船木小学校跡で開催さ

れた復興イベント「元気をだそうかい」のイベントスタッフとして関わり、岩手で知り合った

ドンドンアップのスタッフと一緒にフリーマーケットのブースを運営しました。 

  活動前のオリエンテーションを担当      ニーズ票を基にマッピング作業 

（３）第２期の現地での活動 

 第２期では学生 7 名が 9 月 10 日～21 日の 12 日間現地支援活動を行いました。期間中は第

１期と同じく災害 VC の受付班の運営補助、マッピング作業、アウトリーチ活動（ローラー作

戦）、災害 VC 内の環境整備が主な活動でしたが、第２期では泥出し等の現地ボランティア、

災害 VC 移転に伴う引越し作業も行いました。また、岩手県立大学ソフトウェア情報学部に在

籍している学生が災害 VC のデータベースの情報整理を担うなど学生の専門分野が活かされた

場面があったり、岩手県大・埼玉県大の他に長野大学・県立広島大学と合同で活動するなど様々

な活動が行われました。     ※各活動内容の詳細は３節にまとめています。 

  社協職員と一緒にニーズ調査           4 大学合同での支援活動 

 

多大なるご協力・ご支援いただいた皆様に改めて厚く御礼申し上げます。 
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２．災害 VC 運営支援活動プロジェクトの概要 

 

（１）活動期間：本プロジェクトは下記の全２期間に分けて実施しました。 

 第１期：８月 23 日（木）～８月 31 日（金） 

 第２期：９月 10 日（月）～９月 21 日（金） 

 

（２）参加学生（岩手県立大学生のみ）：本プロジェクトは下記の 12 名で実施しました。 

 第１期：菊池 眞悠子（岩手県立大学社会福祉学部１年） 

     横田 萌花 （岩手県立大学社会福祉学部１年） 

     道見 志野 （岩手県立大学社会福祉学部２年） 

     山口 あずみ（岩手県立大学社会福祉学部２年） 

     川原 直也 （岩手県立大学大学院総合政策研究科１年） 

 

 第２期：藤原 夕佳 （岩手県立大学看護学部１年） 

     前川 育緒佳（岩手県立大学総合政策学部１年） 

     伊東 満帆 （岩手県立大学総合政策学部２年） 

     中野 莉帆 （岩手県立大学社会福祉学部３年） 

     箱石 文紀 （岩手県立大学ソフトウェア情報学部３年） 

     水馬 拓哉 （岩手県立大学ソフトウェア情報学部３年） 

     山田 美紗 （岩手県立大学総合政策学部３年） 

 

（３）活動場所：三原市災害ボランティアセンター 

   ※～9 月 19 日：三原市南方コミュニティセンター 

    9 月 20 日～：三原市本郷福祉センター 

 

（４）宿泊拠点：藤本邸（広島県三原市本郷北エリア） 

 

（５）活動財源：赤い羽根共同募金「ボラサポ・豪雨災害」 ※採択決定。 

    

（６）協力機関：三原市社会福祉協議会 

        公立大学法人 埼玉県立大学 

        公立大学法人 長野大学 

        公立大学法人 県立広島大学 

        株式会社ドンドンアップ 
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３．各活動の内容紹介 

 

ア）元気をだそうかい（地域イベント）イベントスタッフ 

●概要 

廃校した船木小学校で開催され被災後に顔を見合わせる機会が少なくなった地域の方々が出

会う機会を創出するイベントです。食料や食器類、地域の特産品の提供、健康相談や災害支援

相談も行っていました。 

 

●主な活動内容 

① フリーマーケットブースのサポート 

…ドンドンダウンさんが岩手県からもて来た衣類をイベント内で無料提供する活動の手

伝い。各衣類がどこにあるのかを示す表示書き、衣類を選んでくださった方にメッセージ

を書いてもらい、写真を撮るという内容。 

② 交通整備…車を近くの駐車場に誘導する。 

③ 会場の受付…来場者に名前を書いていただき、物資（生活用品）をお渡しする。 

  

●参加学生の気づき・学び 

 このイベントを通して、久しぶりに地域の方々同士で顔を合わせることができ、被害など大

変だったことを共有できており、地域の方のためになる良いイベントでした。また、上記のよ

うな直接地域の方とかかわる活動をしたことで、地域の方から具体的な被害状況や現在大変な

ことなどをお聞きすることができ、その後のボランティアセンターでの活動につなげられる、

貴重な機会でした。 
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イ）受付班の運営サポート 

●概要 

 災害ボランティアに参加される方の受付を行い、その日参加されるボランティアの把握や活

動前の準備・確認を担当します。その日のボランティア受入定員に達した際は受付終了の連絡

や翌日のボランティア情報の発信などボランティアの把握が主な役割となります。 

 

●主な活動内容 

 学生は、お越しいただいたボランティアの方の受け付け場所を担当。ボランティア保険への

加入の確認や、飲み物や防塵マスク等必要物資のお渡しを行いました。少し慣れてきてからは、

初めてボランティアに参加する方々へ、注意事項をお伝えするためのオリエンテーションも担

当した。午後は作業を終えて帰ってきたボランティアの方に、手洗いうがいや消毒を促し、冷

えタオルや冷たい飲み物をお渡ししました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●参加学生の気づき・学び 

 ボランティアさんや、ボランティアセンターの手伝いをされていた現地の方に声をかけるこ

とによって、被災当時の状況をうかがうこともできました。ある現地の方は、他の家族とも協

力して率先して炊き出しを行ったというお話しを聞かせてくれました。ボランティアセンター

側としてはお話から多くのリアルな情報を得ることができます。さらに、そういった「話す」

という場は、現地の方同士の情報共有やストレスの緩和にもつながり、重要な場面であるよう

に感じました。 

 また、ボランティアさんの安全などを把握しておくこともボランティアセンターの役割であ

り、直接お話しすることのできる受け付け班は、そういった点にも大きな役割を持っているこ

とを知ることができました。 
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ウ）ローラー作戦  

●概要 

 ローラー作戦とは、住民の方に話を聞きに行き、見落としていたニーズがないかを確認する

活動です。私たち学生は、社会福祉協議会の方と二人一組のチームとなり、各地域を回りまし

た。話を聞く中で、高齢者の一人暮らしなどの普段の生活から見守りが必要な方をリストにあ

げておくということも同時に行っていました。 

 

●主な活動内容 

 社会福祉協議会の方と二人一組のチームを組み、各被災エリアを回り一軒ずつ戸別訪問しな

がら発災後の生活の様子やボランティアニーズの聞き取りを行いました。聞き取った情報はヒ

アリングシートに記入し、ボランティアニーズが上がってきた時は改めてニーズ票に依頼内容

を記入し、ニーズ班のスタッフへつなぎました。その他、ヒアリングシートやニーズ票の情報

を参考にしながら、それぞれの家の情報を地図の上に書き込んで把握していくマッピング作業

を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●参加学生の気づき・学び 

 活動していくと、既に地域の方同士で協力してニーズが片づけられているところがあり地域

同士のつながりが強いのだということを感じました。しかし、「ボランティアの方に頼むのは

申し訳ない」というような住民の方の声もあり、ボランティアの頼みづらさがあるのだという

ことも感じることができました。また、社会福祉協議会の方々の話術であったり、住民の方と

のコミュニケーションの取り方だったりと座学だけでは学べないような、現地だからこそ見る

ことができる技術を学ぶことができました。さらに、家を訪問した際に留守であることから住

民の方が自ら現地に出向き活動している、という見方や、まだ話したくないかもしれないなど

の視点で見ていることに驚きました。視点の広さ、情報の集め方なども学ぶことができたと思

います。 
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エ）マッチング班の運営サポート 

●概要 

 現地のボランティアニーズとボランティアの仲介役を担い、ボランティアを現地まで案内す

るほかにも、ボランティアの活動が現地ニーズと合っているか現地に出向いて確認します。 

 

●主な活動内容 

①現地確認 

 依頼を受けたニーズの内容が間違っていないか、ボランティアで解決できる状況か、それに

応じて必要なボランティアの要請人数や資材を当事者の方と再確認します。受けた依頼を確認

するため現地へ出向き、現場では被害状況を把握するべく、実際に見て、当事者さんからどの

ようにしてほしいのかを再確認しました。また、作業時に必要な資材なども把握しておく必要

があるため、細かいところまで確認しました。例として、床下に堆積した土を撤去してほしい

という依頼であれば、実際に社会福祉協議会の方がもぐって、床下の広さや被害の度合いから、

必要なボランティア人数の見通しをつけること、床下の構造や土の質や量からどんな資材が適

しているかを確認します。 

②活動確認 

 活動現場において、引き受けたニーズ内容と実際に派遣したボランティアが行っている活動

内容が概ね合っているかを確認します。ここでは現地にて、ニーズ内容を自分たちで確かめ、

当事者さんとも実際にお話をし、ボランティアの方が内容通り作業を進めているかをお聞きし、

確認します。これは以前にボランティアの方の勝手な判断により、依頼内容外の作業まで行っ

てしまったことが、当事者の方の意に反したことがあったため、念入りに行いました。また、

反対にボランティアの方が依頼された作業内容に対して無理をしていないかという点も確認

します。 

 

 

 

 

 

 

 

●参加学生の気づき・学び 

 当事者の方のニーズを可能な範囲で引き受けるため、細かいところまで状況を把握し、お話

を聞くことが重要だと感じました。当事者の中には今回の被害で心に傷を負ってしまった方も

いらっしゃるので、言葉遣いには気を配ることも勉強になりました。この活動では、当事者の

方とボランティアの方が、お互いに無理せず活動ができるように仲介する役割が重要であるこ

とが分かりました。 
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オ）現地ボランティア（泥出し等） 

 

●主な活動内容 

9 月 13 日（木）：草刈り、庭の手入れ 

9 月 15 日（土）：家内の拭き掃除、壁剥がし、側溝の泥出し 

9 月 16 日（日）：壁はがし、庭の泥出し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●参加学生の気づき・学び 

 実際に水害の被害に遭ったお宅に伺いボランティア活動を行ったことで、災害の凄まじさや

災害から 2 か月後の復興状況を把握することができました。庭の整備や、家内の壁はがし、泥

出し、床潜りなど、ボランティアの作業内容も幅広いため、体力や年齢、体形を考慮し、ボラ

ンティアをマッチングすることも大切であると感じました。2 か月経ってもまだボランティア

が一度も派遣されておらず、毎日自分たちだけでコツコツ作業しているお宅や、何度もボラン

ティアが派遣され順調に復旧が進んでいるお宅があり、ボランティアの派遣具合が異なってい

ました。また、復興に向けて前向きに考えている方や、まだまだ心に大きな傷を負い、精神的

に苦しんでいる方もおり、被害に遭われた方の精神状況も異なるため、精神的に病んでいる方

には、ボランティア活動のみならず、被害に遭われた方の心に寄り添い、心のケアをすること

が重要になってくると感じました。 

浸水したお宅の壁は、拭いても泥が浮かんでくるため、数日かけて何度も拭かなくてはいけ

なく毎日の積み重ねが必要であることを学びました。また、現地での活動は気温が高く、さら

に怪我や健康面を考慮し万全な装備をして活動しなければいけないため暑くかなり体力が必

要でありました。限られた時間内で、依頼者のニーズに正確に応えできるだけ求められた作業

を終わらせることが重要であることを学びました。 
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カ）災害ボランティアセンター引越し作業 

●概要 

 当初、三原市災害 VC を開設していた南方コミュニティセンターを地域へお返しする際に災

害 VC を本郷福祉センターに移転するする必要がありました。9 月 18 日～19 日は災害 VC の

物品等の運搬、新しい場所の環境整備などの引越し作業を行いました。 

 

●主な活動内容 

9 月 18 日、19 日の２日間、ボランティアセンターの引っ越しのお手伝いをさせていただき

ました。引っ越し１日目は、新しくボランティアセンターを設置することになった本郷福祉セ

ンターの１階フロアの壁ふきとトイレ掃除、荷物運びをしました。本郷福祉センターも豪雨の

被害を受け、2 か月間放置されていた。そのため、壁に乾いた土が残っている状態でした。 

引っ越し 2 日目は、今までボランティアセンターとして使わせていただいた南方コミュニテ

ィセンターの掃除や荷物運び、本郷福祉センターで次の日の準備をしました。本郷福祉センタ

ーは南方コミュニティセンターに比べ狭いため、スムーズに活動するために職員の方と学生で

話し合い、工夫することができました。 

      

 

 

 

 

 

 

 

●参加学生の気づき・学び 

引っ越し作業をして、感じたことがいくつかあります。1 つ目は、被害の大きさを実感した

ことです。引っ越し 1 日目にセンター長に本郷福祉センターが豪雨で床上浸水したということ

を聞いて、被害の大きさを実感しました。2 つ目は、被害にあった方の精神面でのケアも必要

であるということです。本郷福祉センターを掃除した時に、もし自分の家が同じ状況だったら

と考えたときに、いくら拭いてもきれいにならず、作業が終わらないとなった時に、一緒に掃

除してくれるボランティアも必要だが、作業が続くと、精神的にも辛くなってくると思うので、

精神面でのケアも必要になってくると感じました。3 つ目は、荷物運びの工夫が必要であると

感じました。引っ越し 2 日目は、次の日から活動が再開されるため、その準備をしました。そ

の時に、どこに、何を運んだか分からなくなってしまい、探すことから始めました。そのため、

荷物運びの段階で工夫しておけば良かったと感じました。4 つ目は、今までの活動や経験を活

かして、職員と意見を出し合いスムーズに運営できるように工夫することができたと思うので、

今回の活動に参加した学生全員が活動参加前より成長できたと感じました。 
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キ）災害 VC 内のデータベース整理 

 

●概要 

 三原市災害 VC では応援スタッフの入れ替わりが多く、ニーズ内容をまとめるデータベース

の打ち込みが人によってやり方が異なってしまい、現実のニーズ票とデータ内容が合っていな

いケースが見受けられました。参加学生の中に岩手県立大学ソフトウェア情報学部に在籍して

いる学生がいたため、データベースの整理・簡略化、引継ぎマニュアルの作成を行いました。 

●主な活動内容 

 9 月 11 日の時点で 600件を超えるニーズが記録されていたが同一の住所を持つ人が 20 人以

上存在したり、旧町の管理番号が記載されていなかったり、[進捗]が”未着手”なのにも関わら

ず[完了フラグ]に”１”が立ててあるなど、明らかに誤っていると分かるニーズが 100 件以上存

在していたため、これらの記録を修正する作業を行いました。初めに住所の修正を行うために、

広島大学の学生が作成していた資料とデータベース上の情報を照合し、修正するという作業を

行いました。住所の確認が取れたのち、旧町の管理番号の確認と修正を行い巻いた。それと並

列して、[進捗]と[完了フラグ]間の不整合を解消するため、[進捗]と[完了フラグ]の整合が取れ

ていない記録に該当するニーズ表をファイリングされた中から探し出し修正するという作業

を行いました。確認及び修正作業が完了してからは、[ 進捗]と[完了フラグ]間の不整合が再発

防止の為[完了フラグ]が[進捗]に連動する様に変更しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●参加学生の気づき・学び 

ニーズ受付班で電話でのお問い合わせをお受けしていたが、その際にデジタルデータとして

情報を管理する事の利便性を痛感しました。お電話を頂いた際に以前の以前のお問い合わせを

即座に検索して内容を確認することにより円滑に電話対応を行えていると感じた。よって円滑

な対応を支えるためにデータベースの整理を行い、情報を信頼できる状態に保つことが大切で

あると感じました。 
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４．各日の活動内容、感想 

 

●第 1 陣 （８月 23 日～８月 31 日） 

 

［8 月 23 日（木）（１日目）］ 

＜活動内容＞ 

・三原市の被害状況の確認 

・埼玉県立大学の学生、VC の方との顔合わせ 

・活動の引き継ぎ 

 

＜感想＞ 

豪雨による土砂崩れや橋、家屋の決壊を自分の目で見ることで、事前に学習していた被害状況

よりもはるかに酷い状況であると感じ、衝撃を受けました。また、その日に必要な人数よりも

当日受付に来てくれたボランティアさんの数が多くなったため一旦受け入れをストップした

という話も聞き、たくさんの方がボランティアとして活動しようとしている現状と発信された

ニーズとの差を知ることが出来ました。 

 

 

［8 月 24 日（金）（2 日目）］ 

＜活動内容＞ 

・ボランティアスタッフ休憩所の清掃 

・ニーズ票のデータ整理 

・テントの設営、補強 

・ヒアリングシートの地図付け 

 

 

＜感想＞ 

本日は台風でボランティア活動の休止日だったため、ボランティアスタッフへの対応は無かっ

たものの地図を使った細かい情報管理や、資料の整理などを行いました。一つ一つデータを見

直すことでニーズに繰り返し対応したり、高齢者や一人暮らしの方に対する要見守りなどの支

援をしたりと、VC がおこなっている支援について知ることができました。 

 

 

 

 

被災地域の巡回 

受付班のテント設営 
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［8 月 25 日（土）（3 日目）］ 

＜活動内容＞ 

・「元気を出そうかい（地域イベント）イベントスタッフ 

・イベントの片付け 

 

＜感想＞ 

このイベントでは食料や衣類、食器類、また地域の特産

品などを提供していました。また、健康相談や災害支援

相談なども行っていました。被災した地元の方と直接お

話する機会が多くあり、改めて西日本豪雨による被害の

深刻さを感じるとともに、住民同士が久しぶりに顔を合

わせて交流したり情報共有をしたりする場の重要性を

知ることができました。 

 

 

［8 月 26 日（日）（4 日目）］ 

＜活動内容＞ 

・ボランティアの受付（約 130 人） 

・ボランティアさんへのオリエンテーション 

・現地調査（被災者宅の訪問） 

・帰ってきたボランティアさんへの対応 

（冷たいタオルや飲み物の準備など） 

・片付け、洗濯（ビブスやタオルなど） 

 

＜感想＞ 

本日から、本格的に VC での活動を開始した。実際に被害を受けたお宅の片付けをするだけで

なく、VC での様々な作業があることで多くのボランティアさんの力を最大限に発揮し、早い

復旧に繋げられるのだと感じました。 

また被災した方のお宅を訪問し、直接お話を伺い再度被害状況を確認しました。一軒一軒訪

問することで、被害を受けた住民の方がボランティアを依頼しやすいようにしているのだと感

じました。 

 

 

 

 

フリーマーケットの様子 

ボランティアの方に渡すドリンクの準備 
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［8 月 27 日（月）（5 日目）］ 

＜活動内容＞ 

・ボランティアの受付、オリエンテーション 

・ヒアリングシートの地図付け 

・住民の方へのメッセージ書き 

・帰ってきたボランティアさんへの対応 

・アウトリーチ 

 

 

＜感想＞ 

住民の方自身から寄せられたニーズとアウトリーチしたことで出てきたニーズとの区別や、今

後も見守りが必要か、終結したものとするのかを区別しやすいように地図に色分けをし、膨大

な量のデータを整理することの大切さを実感しました。また、アウトリーチに同行させていた

だき、VC スタッフが実際に住民の方と話す姿を間近で見ることができました。住民の方が気

を張って暮らしていたり、私たちに警戒していたりする空気を和らげられる話術や、話の聞き

方がとても勉強になりました。 

 

 

［8 月 28 日（火）（6 日目）］ 

・マッピング作業 

・受付、オリエンテーション 

・ヒアリングシートのデータ整理、地図付け 

・帰ってきたボランティアさんへの対応 

・雨対策 

（機材へのブルーシート掛け、テントの補強など） 

・洗濯 

 

＜感想＞ 

徐々に VC の運営作業にも慣れてきたが、本日は大雨強風があり、急遽対策と後処理を行いま

した。それぞれがその場にあったやるべき事を見つけ他の人と連携できており、力がついてき

ていると感じました。午後から埼玉県立大学の学生と合流しいくつかの作業を共同で行いまし

た。他大学の学生との交流も活動への良い刺激になっていると感じました。 

 

 

メッセージカードの作成 

ゲリラ豪雨で濡れた記入票 
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［8 月 29 日（水）（7 日目）］ 

＜活動内容＞ 

・ニーズ内容等の確認 

・ボランティアの受付、ニーズの確認（3 件） 

・ニーズ支援経過表の記入 

・帰ってきたボランティアさんへの対応 

・ニーズ掘り起こし（4 件） 

・片付け、洗濯 

 

 

＜感想＞ 

受付班では、人員の入れ替わりがあり個々がそれぞれに考え活動しなければならない状況でし

たが、今までやってきたことを基に活動し、うまく回すことが出来ました。 

 ニーズ再掘り起こしでは、電話で一度確認していたニーズも直接現地に向かい、依頼者と話す

ことで詳しい状態の理解や新たな情報を得ることに繋がり、実際に向かい話すことが大切だと

感じました。 

 

 

［8 月 30 日（木）（8 日目）］ 

＜活動内容＞ 

・ニーズ掘り起こし 

・データ整理 

 

 

 

＜感想＞ 

本日は北方という地区へ出向き、町内会ごとに二人一組となりニーズの掘り起こしを行いまし

た。何件かニーズを掘り起こすことが出来たので、このローラー作戦は重要なのだと感じまし

た。しかし、話を伺った住民の方の中には、ボランティアさんに頼むのは申し訳ないと言って

いた方もおり、まだまだ表に出ていないニーズがたくさんあるのではないかと感じました。 

 

 

 

 

地元スタッフ・応援職員の方々 

岩手県大・埼玉県大の学生達 
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［8 月 31 日（金）（9 日目）］ 

＜活動内容＞ 

・ニーズ掘り起し 

・現地でのボランティア活動 

 

 

 

 

 

＜感想＞ 

本日はボランティアに来て下さった方と地域のニーズとをあわせる作業を間近で見て学ぶこ

とが出来ました。 

ローラーでは、住民の方のお話にこれからの支援に繋がる必要な情報がたくさんあり、一つ一

つ丁寧に聞く必要があると感じました。しかし、地域全体を回るため、丁寧に聴くことと全地

域を回るための時間配分とのバランスをとることが難しいと感じました。 

マッチング班では、実際に被害を受けた家の床剥がしや釘抜きの作業をしたが、依頼者の気持

ちや希望に添えるようにコミュニケーションを取りながら支援することが大切なのだと感じ

ました。 

 

●第 2 陣 9 月 10 日 ～ 9 月 21 日（12 日間）  

 

［９月１０日（月）（１日目）］ 

＜活動内容＞ 

  広島県三原市に到着した後、社会福祉協議会の皆さんとの顔

合わせを行いました。その後、実際の活動として、ニーズ票に

書いてある住所と地図を照らし合わせて地区名を求める作業

や、アウトリーチをする際に用いるメッセージカードの作成、

また使用したビブスの洗濯を行いました。 

 

＜感想＞ 

今日は私達第 2 陣が広島へ来ました。始めても場所に学生だけでたどり着けるのか心配で

したが、乗り換えの際にみんなでファインプレーをしながら無事に宿までたどり着けて良か

ったです。今日から 21 日までの合計 12 日間の間、第 1 陣に引き続き、三原市災害ボランテ

ィアセンターの運営のお手伝いを精一杯おこなっていきたいと思いました。 

明日からも初めてのことだらけだと思うが、一つずつこなしていきたいと思います。 

スタッフとの顔合わせの様子 

戸別訪問によるニーズ調査 
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［９月１１日（火）（2 日目）］ 

＜活動内容＞ 

実際に社協の皆さんに混じって行いました。ニーズ掘り起こし

班や活動受付班、ニーズ受付班の３つのグループに分かれて活動

を行いました。ニーズ掘り起こし班では、ローラー作戦・活動確

認・現地調査に分かれて作業を行いました。ローラー作戦では、実

際に被害にあった場所に行きヒアリング調査をし、その後ヒアリ

ングシート記入、集約して地図にまとめる作業を行いました。活

動確認では、ボランティア派遣先にて、ニーズと作業内容に誤り

がないかの確認をし、ボランティアの方に足りない資材の提供を

しました。またそこの現場で新たなニーズがないか確認しました。

現地調査では、要望があったお宅に実際に伺い、ニーズ調査を行

いました。活動受付班では、ボランティア受け付けや、初めての

方へのオリエンテーション、ボランティアさんに冷タオルと冷たい飲み物の提供を主に行い、

空いた時間で使用していた体育館の掃除やビブス、タオルの洗濯を行いました。ニーズ受付班

では、ニーズのデータ整理をパソコンで管理する仕事を行いました。 

 

 

＜感想＞ 

今日から本格的にボランティアセンターでの活動が始まりました。私は活動中、判断に迷

うことが多く、序盤から不安ではありましたが、作業を通して徐々に仕組みを理解すること

ができました。各班で連携することがスムーズ且つ活発なボランティアセンターの運営に繋

がるため、１つ１つの作業を手際よく的確に行うことが重要であることを学びました。明日

は今日よりも無駄なく機敏に働けるように努めたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

ローラー作戦の風景 
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［９月１２日（水）（3 日目）］ 

＜活動内容＞ 

  前日と同じ割り振りでの作業でした。活動受付班では、

ニーズ掘り起こし班のローラー作戦で現地の人に渡すチラ

シに添えるお手紙を書く作業を追加で行いました。 

 

 

＜感想＞ 

   全員昨日と引き続き同じ係の活動を行いました。昨日覚えたこと、学んだことを活動に生

かせた点が多くあり、グループごとのミーティングなどでも共通認識を再確認し、1 日を通

して声を掛け合いながら活動することできました。 

   また、今日は岩手から伊東さんが到着し、岩手県立大学の学生が計 6 名となりました。今

日からは現地での作業にも 2 名ほどずつ参加させていただけることになり、係の変更なども

あるので、引き継ぎなども各自行い、早く仕事を覚え、適応できるようにしていきたいです。

一昨日は日が照っており、気温も高かったが、昨日は途中から雨が降ってきました。それに

よりボランティアが中止になるということもありました。朝と昼間の気温差もあったため体

調管理に気をつけ今日からの活動も頑張っていきたいと思います。 

 

［９月１３日（木）（4 日目）］ 

＜活動内容＞ 

この日は今までの役割を入れ替えて、新しく割り振られた

班での活動と付随して、学生２名が実際に現地でのボランテ

ィア活動に参加し、移転先の VC の清掃を行いました。ニー

ズ受付班では、ニーズ情報の整合性チェックを行い、ニーズ

の地位別集計用 Excel 作成や、データ入力用の Excel のマニ

ュアル整備を行いました。現地での仕事は主に、浸水したお宅の庭の草刈りや手入れを行いま

した。また活動時間より早く終わったため、移転先プレハブの床掃除・ブルーシート設置も行

いました。 

 

＜感想＞ 

 本日はボランティアセンターでの本格的な活動が 3 日目となり、山田さん, 前川さんは実際

に現地に赴いてボランティア活動を行ってきました。水馬さんは、明日で活動が終了となる

ので本日午後は引き継ぎ用の資料作成なども開始しました。今日までの活動で、データベー

スの健全化が大きく進み、情報としての有益性が向上したと考えます。今後のデータベース

保守の為にも、分かりやすいマニュアル整備を進めていきたいと思います。 

被災された方に渡すお手紙 

ブルーシートの設置 
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［９月１４日（金）（5 日目）］ 

＜活動内容＞ 

この日も前日と仕事をローテーションして、新たな班で仕

事を行いました。ニーズ掘り起こし班では、これまで大抵は

メモをとる係でしたが、実際に現地の人にインタビューさせ

ていただけました。 

 

＜感想＞ 

   本日は、ボランティアセンターでの本格的な活動 4 日目でした。日によって異なる班へ

の配属となるため覚える事は多いですが、学生間での共有や引き継ぎをしっかり行っている

ため、戸惑いも少なくスムーズに仕事内容を身につけ、作業に取り掛かることができていま

す。また、実際に現地作業や現地確認を行うことで、被害の凄まじさや復旧状況を把握し、

現地の方々の想いを知ることができ、とても貴重な経験をすることができました。一緒に活

動をしている社協の方々も入れ替わりがあるため、コミュニケーションをしっかり取りなが

ら明日以降も、新たな仕事を覚えながら引き続き頑張っていきたいです。 

 

［９月１５日（土）（6 日目）］ 

＜活動内容＞ 

この日はいつもの活動のほかに、学生二名が実際のボランテ

ィアに参加してきました。具体的な内容として、午前中は浸水

したお宅の家内の拭き作業、壁剥がし、午後は午前中の続きと

土砂が流れてきた際にたまった側溝の泥出しを行いました。 

 

＜感想＞ 

今日はボランティア活動 6 日目でした。今回は現地のボラ

ンティアに 2 名参加しました。これまで運営側で活動してい

たため、実際に現地で活動するのはとても新鮮で、浸水したお

宅の中に入って災害の凄まじさや 2 ヶ月たった今の復興の現

状を把握できました。また、運営側で学んだことの他にも、実際に現地で活動してみてまた

違うことも学べ、よりボランティアに関する知識が深まりました。運営の方では、メンバー

の情報共有により、個々の仕事に対する理解が深まり、初日に比べ自分たちも自信を持って

運営を行えるようになってきました。10 日から参加していた者にとっては、明日から後半戦

となるため、自分たちに出来ることを最後まで精一杯やっていきたいです。 

土砂災害の流木 

壁はがしの様子 
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［９月１６日（日）（7 日目）］ 

＜活動内容＞ 

 この日もいつもの活動に加え、学生二名が実際のボランテ

ィアに参加してきました。昨日の作業の続きで、舟木小学校

近くの住宅で連合福山さんと活動し、浸水したお宅の壁剥が

しを中心に行いました。 

＜感想＞ 

今日はデータ入力済みのヒアリングシート地域ごとにファイルに入れ、整理番号順に並べ

る作業をしました。入力済みのヒアリングシートをファイルに閉じること少し面倒なことも

あり、ファイルに閉じず、挟んでいるだけというシートも見られました。整理している最中

に「○○地区の誰々さんのシート見つけて」と言われることがあり、あとから見直す可能性

がある以上、しっかり見やすいよう整理をする必要があると感じました。また、用紙への記

載の仕方が人によってバラバラで、付箋に込められた意味などがうまく伝わらなかったり、

番号を各場所が異なっていたりなど、うまく引き継がれていないと感じる点がありました。

ローラーとデータ入力と書類整理をおこなうと、どのようにローラーでの結果をシートに記

載すれば、記録しやすく、後で見やすく、対応しやすいのかが把握できました。この差を短

い活動期間内で把握し、周りに共有し、適切に引き継ぐのは確かに困難であると感じますが、

必要な点であると思います。これからの作業でも後の事を考えた行動をしたいと思います。 

 

［９月１７日（月）（8 日目）］ 

＜活動内容＞ 

この日は、新しくニーズ掘り起こし班にローラー作戦のフ

ォローアップという仕事を行いました。２ヶ月間行ったロー

ラー作戦で、気をつけたほうがいいとチェックされたお宅の

再度訪問する仕事でした。また現地のボランティアは、舟木

小学校で行われるバザーの手伝いとして参加する中学生の

お世話を行いました。この日は三人で参加したのだが、一人三人ずつ中学生を請け負って、バ

ザーに訪れた地元の子供たちと遊ぶ係、食器類のバザー係、食品の係に分かれて活動しました。 

＜感想＞ 

今日で豪雨災害ボランティア参加から 8 日目が経った。この活動にも終わりが見えてきたこ

とに寂しさと同時に達成感も感じました。今日は中野さんも本格的に VC の活動に参加しまし

た。これまで同じ仕事を経験してきた人達が手助けしている姿もあり、人に仕事を教えられる

くらい自分たちに余裕と周囲を見る視野が出来てきたのだと感じました。明日から VC の引越

し作業が本格的にスタートします。広島では昨日から気温が高くなり、今まで以上に体力勝負

だが、負けないで頑張りたいです。 

現地活動で一緒だった方 

バザーの様子 
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［９月１８日（火）（9 日目）］ 

＜活動内容＞ 

この日はボランティアセンターの引っ越し作業を広

島大学の学生さんと行いました。午前中は、浸水した 1

階の壁拭きとトイレ掃除を行いました。午後は、前のボ

ランティアセンターにあった荷物を運んで整頓する作

業を行いました。 

 

＜感想＞ 

   他の参加者よりも遅れて参加したため、自宅訪問をしたことがなかったので、被害状況を

他のボランティアさんや職員さんの話を聞いて把握していました。今日、実際に被害にあっ

た場所を掃除してみて、被害の大きさを実感しました。掃除をしてみて、何度壁を拭いても

綺麗にならず、これが自分の家だったらと考えると、辛い気持ちになると思いました。被害

にあわれた方は、こんなにも大変で終わりのみえない状況で生活をしていたということを知

り、一緒に家を掃除するだけでなく、精神面のケアが大切になると思いました。午後からの

荷物運びでは、20 日からの再開に向けて、準備をしました。20 日からスムーズに活動が再

開できるように、明日も一生懸命に取り組みたいです。 

 

［９月１９日（水）（10 日目）］ 

＜活動内容＞ 

  この日も前日と引き続き、引っ越し作業を行いまし

た。午前中は前まで使用していた南方コミュニティセ

ンターの掃除を行い、午後は新しいボランティアセン

ターに荷物を運び、どこに何があるかわかるように整

理整頓を行いました。 

 

＜感想＞ 

   今日ボランティアセンターの引越しが完了しました。これまで運営してきた南方コミュ

ニティセンターでの各ブースを復元しつつ、改善点も加えながら設置しました。いつも混ん

でしまう受付ではボランティアが初めての方と 2 回目以降の方で場所を分けて、ボランティ

アさんが迷わないようにマッチングまでの順序の目印を増やすなど、よりボランティアの受

け入れがスムーズになるように改良できました。また、私たちもこれまでの活動経験から職

員の方と意見を出し合って工夫することができたので良かったです。最後に一連の流れのシ

ミュレーションを行いました。想像では上手くいきそうですが、普段以上に臨機応変に対応

できるよう努めたいと感じました。 

壁拭きの様子 

埼玉県大と一緒に床掃除 
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［９月２０日（木）（11 日目）］ 

＜活動内容＞ 

  この日は新しいボランティアセンターで初めての活

動でした。初めての場所での運営だったので、いつもの

ニーズ掘り起こし班の他に、２人駐車係で来たボランテ

ィアの方の誘導を行いました。また、空いた時間を利用

してメッセージ書きや、昨日の引越し作業の続きを行い

ました。 

 

＜感想＞ 

 昨日は活動を始めて 11 日目、まる一日活動ができるのは昨日が最終日だった。ボランテ

ィアセンターが移転した初日ということもあり、私たち自身もまた新たな気持ちで活動をす

ることができた一日だった。引越しの翌日だったため、運び入れた資材の整理や配置換えな

ども、普段の VC 運営と同時進行で行った。特にボランティア受付の位置などでは進行方向

などを分かりやすくするため、表示の看板を埼玉県立大学の方々と作成した。実際に新しい

場所で VC の運営をしてみて、新しく見えてくることもあり、改善点などを見つけながら、

みんなでこれから良くしていけるように努めた一日だったと感じた。また、昨日は雨が激し

く降っており、いつもより肌寒い気温だった。これから岩手に帰り、より気温差が激しいの

で全員で元気に帰れるようにしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ローラー作戦の様子 
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［９月２１日（金）（12 日目）］ 

＜活動内容＞ 

  この日は昨日と同様、ニーズ受付班と駐車場係の他

に、活動受付班も担当しました。最終日だったので、午

前中いっぱいの活動となりましたが、空いた時間を利用

して、地元の人に向けたメッセージを書いたり、引越し

の整理整頓をしたりと最後まで自分たちにできること

を行いました。 

 

＜感想＞ 

   今日はボランティア活動最終日。午前のみの活動でし

たが、各々最後まで自分ができる範囲で力を尽くせたと思います。毎日の活動の積み重ねに

よって、活動の流れや仕事内容をしっかり把握できており、最終日の今日は皆慣れた様子で

活動しました。また、新たに活動に参加する学生さんにも引き継ぎをすることができてよか

ったです。今回の活動で得たことを自分たちの中にとどめておくだけでなく、しっかり共有

しようと思います。 そして今回の活動で、私たちがみたもの、感じたこと、考えたことは数

多くありました。社協さんの地域住民に寄り添う姿勢や、丁寧にニーズを聞き出し、住民の

要望を第一に考えることで、信頼関係を築きあげる姿には大変感銘を受けました。地域や自

宅が復旧しても、そこに住む方々の心の傷が癒えるには時間がかかり、そのために社協さん

が地域の方々に寄り添うことが大切なのだと感じました。 

今回の活動で得た様々な経験は一生忘れられないものになりましたし、今後の人生で大い

に生かしていこうと思います。12 日間貴重な経験をすることができ本当に良かったです。 

ありがとうございました。 

  

ありがとうございました。 
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１．第１・２陣参加学生の感想 

 

●第 1 陣 

岩手県立大学 

社会福祉学部社会福祉学科１年 

菊池 眞悠子 

西日本豪雨現地支援活動を通して、ボランティア受付やニーズ掘り起し、マッピング、デー

タ整理、ローラー作戦などを行い、災害ボランティアセンターが本当に細かい作業や人と向き

合うソフト面、一般的に想像できる泥かきなどのハード面と幅広く、一つ一つ丁寧に活動して

いることを実際に体験して肌で感じることができました。情報の管理では、きちんと整理して、

責任をもって行わなければ今後の活動に影響が出るということを念頭に、細心の注意を払って

活動しました。また、住民の方とお話しする際の、小さな心遣いや話し方、細かいところにま

で目を配らせる社協の方を見て、すごいという想いと同時に将来このような人になりたいと感

じました。 

 九日間、毎日本当に忙しく気が付いたら一日が終わっているような状態でした。それだけ、

仕事に集中し、活動できていたのではないかと、感じます。三原から帰ってきて、自分は何を

残せたのだろうか、何か役に立てたのだろうかとよく考えますが、正直何もできなかったなと

思います。ただ、多くのことを学ばせていただいたこと、出会えた多くの人たちとこれからも

つながっていき、そして今後も継続的な支援を行っていくことこそが本当の支援につながるの

だと考えます。今自分にできることは少ないとは思いますが、その中でも最大限の支援をこれ

からも行っていきたいです。  

 

 

岩手県立大学 

社会福祉学部人間福祉学科 1 年 

横田 萌花 

初めて、現地でのボランティア活動に参加をました。主に、ボランティアセンターの中での

活動で実際に力仕事を行うということは少なかったですがボランティアセンター内の作業が

どれだけ現地でのボランティア活動に影響し重要な役割を果たしているのかがわかりました。

また、各家庭を回りニーズを聞き、集める作業を行った際には｢わざわざ岩手県からありがとう

ね。｣などと声をかけていただき、私が何かをしたくて来ているのに逆に元気をもらいました。 

さらに、地域のイベントへの参加をしドンドンダウンさんの古着の無償提供のお手伝いをさ

せていただき、ニーズ掘り起こしの時とは違った形で地域の方々と関わり、より深くお話を聞

くことができました。現地に出向き地域の方々と関わりながら支援することの大切さ、ある程

度長い期間携わることの必要性、ボランティアセンターの作業が地域の早い復興、復旧に繋が
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っているということなど多くのことを学べました。また、この活動に参加したことで生まれた

絆もあります。勇気を出し参加してよかったなと心から思います。 

 

 

岩手県立大学 

社会福祉学部 社会福祉学科 2 年 

道見 志野 

 

 私は、災害で未だ混乱した状況も残っている場を直接目で見るのは、今回が初めての機会で

した。これまで大きな災害を身近に経験することのなかった身としては、「災害」や「ボラン

ティア」という言葉はどこか遠いもので、現地にこれほどまでに力を与えることのできる存在

であるとは思っていなかったように感じます。ボランティアセンターは地域の被害状況を取り

まとめる場所のひとつで、そこを中心に活動をさせていただけたこの機会は、災害におけるボ

ランティアの力、混乱した現地での状況把握の大変さや大切さを直に感じることのできる、貴

重な経験になりました。 

 災害時のボランティアは、泥出しなどの力仕事のイメージがとても強くて、さらに需要も力

仕事の作業が非常に多いですが、今回活動させていただいた９日間で、その他にも様々な支援

の形があることを知りました。社会福祉協議会の方が被災されたお家を一軒一軒訪問して被害

状況の確認をしたりお話を伺うのは、ニーズの掘り起こしの他にも、特に高齢者の方のお話を

する相手としての役割もあることを実感し、被災された後の住人のコミュニケーションの場を

作り出すということを目的とした支援というのも重要であるように思わされました。これは地

域のイベントをお手伝いさせていただいた時にも感じましたが、地元の方にとって安心する場

所というものはやはり見知った近所の方々とお話をする場であったり、その地域に詳しい人と

の会話であると考えるので、早い段階でのイベントの開催や社会福祉協議会の方によるローラ

ーなどは、地域の方に安心を与えるものであったことが想像できると感じました。 

 今回西日本豪雨災害の現場を知ることで、今後は災害に対して、さらに深く考えていきたい

と思うようになりました。日本は各地で地震や雨風による被害が起こります。何か災害が起き

た際に、遠く離れた地であったとしても他人事のように思うことなく、積極的に情報を得てい

きたいと思いました。支援というのは一歩を踏み出すことが難しいと思いますが、このような

意識を持つことが一歩を踏み出すきっかけにもなると感じます。そのような意識を持って、自

分にできることは何であるのか、考えていきたいです。 
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岩手県立大学 

社会福祉学部人間福祉学科 2 年 

山口 あずみ 

 

 今回の活動で、本当にたくさんの方が様々な形で支援に携わっているということを知りまし

た。私たちが現地で活動したのは、発災から約二か月が経過した時期でしたが、まだまだ復旧

作業が行われていない場所もあり、被害の大きさを改めて感じました。住民の方からすでに挙

がっているニーズに一つひとつ対応するのはもちろんのこと、まだ把握できていないニーズを

掘り起こす作業も同時に行われており、普段はなかなか携わる機会のない災害の現場での活動

を知ることができました。VC の社協の方と一緒にアウトリーチに行かせていただき、コミュ

ニケーションの取り方や、必要な情報の聞き出し方などを学ぶことができたのも良い経験にな

りました。また、住民の方から挙がったニーズがどのようにボランティアさんとマッチングさ

れ支援活動が行われているのかも見ることができ、ニーズを正確に満たすためには VC での細

かい確認作業やデータ管理、資材の手配や、行政との連携などもとても重要になってくるのだ

と感じました。今回の活動では、VC でのボランティアの受付やニーズ票などのデータの整理、

マッピング作業などを行いましたが、私は今まで VC でどのようなことが行われているかほと

んど知らなかったので、実際にお手伝いをさせていただいたことで、災害現場での VC の重要

性や、必要な支援について知ることができたのが良かったです。混乱や今後の生活への不安が

続く中で、VC が支援を継続して行ってくれることだけでも住民の方にとって大きな支えにな

っているのではないかと感じました。 

私たちが活動させていただいたのは９日間という短い期間でしたが、現地ではまだまだ復興

に向けた取り組みが続くので、この貴重な経験を忘れず、できる支援を見つけて継続していき

たいです。また、今後身近な場所で災害が起こっても、率先して迅速に対応できるように、広

島で学んだことを共有し、防災についてや福祉面でのサポートについて考え、発信していきた

いです。 

 

岩手県立大学大学院 

総合政策研究科博士前期課程 1 年 

川原 直也 

 

 1 年の間で全国各地災害が多発している中、私たちは広島県三原市での支援活動に向かったわ

けですが、岩手に帰ってきた現在でも「自分は何か力になれたのだろうか？」と自問自答を繰

り返す日々を送っています。今回の豪雨災害に対する学生達の支援活動は 7 月末の街頭募金活

動からスタートし、募金活動を通じて多くの方々が被災された地域に関心を持っていることが 
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わかりました。現地に行く自分達は応援してくださった方々の想いも一緒に抱えていることを

自覚して支援活動を行わなければならないと感じました。過去にも何度か災害支援の現場に携

わらせていただきましたが、やはり現地に足を運んで初めて知る現実にはいつも言葉を失って

しまい、改めて現地に直接行って活動する意義を学びました。 

 三原市災害 VC では応援職員さんも数日単位で入れ替わり、毎日引継ぎ事項の確認に神経を

とがらせていました。今回たまたま地元職員さんのお休みの日と応援職員さんの入れ替わりが

重なってしまい、その間の受付班担当を仰せつかりました。終始あたふたしていましたが、何

事もなく受付班を回すことができ、ほんの一日でしたが災害 VC 運営のお手伝いが出来たので

はないかなと感じた瞬間でした。私が現地で活動したのはほん数日でしたが、今後も細くとも

永く現地の応援をしていければと思います。 

 また、私たちを受け入れてくださった三原市社会福祉協議会の皆様、支援活動プログラムの

企画運営をサポートしてくださった山本先生、新井先生、日野さん、高森さんをはじめ、多く

の方々にお世話になりました。改めて感謝申し上げます。ありがとうございました。 

 

 

●第 2 陣 

岩手県立大学 

社会福祉学部 社会福祉学科 3 年 

中野 莉帆 

 

 今回、初めて災害ボランティアセンターのお手伝いをさせていただき、とても貴重な体験が

できたと思います。私は、６日間しかお手伝いできませんでしたが、ボランティアの受付の仕

事や引越しのお手伝い、アウトリーチなどたくさんのことをさせていただきました。 

 受付の仕事のときは、被害にあった方と一緒作業するボランティアさんも必要ですが、その

ボランティアさんのサポートする人も必要であることを実感しました。また、ボランティアさ

んの様子を見たり、話を聞いたりすると、ボランティアで初めて会った人でも一緒に活動する

うちに仲良くなっているということを知り、ボランティアに参加することで人とのつながりが

できているということを感じました。 

 アウトリーチ（ローラー作戦）では、いきなりの訪問に戸惑ってしまう住民の方もいて、そ

の方が今思っていることを話してもらいことができず、ボランティアセンターのチラシを渡す

ことしかできなかったです。また、自分よりもほかの人のほうが大変だからという考え方の人

も多く、なかなか話を聞くことができませんでした。訪問して話を聞くことの難しさを実感し

ました。社会福祉協議会の方ともお話する機会があり、現時点では目に見えるニーズ（泥だし

等）が住民からきますが、ある程度落ち着いたら、仮設住宅に移り住んでいる人が孤立しない

ようにするために住民同士のつながりができるように働きかけていく必要があると話してい

ました。この話を聞いて、地域福祉が重要であることを実感しました。 



41 

 

 また、自分ではニーズだと思っていなくても他者からみたら手助けが必要だと思われる人、

誰かの助けを拒否する人、自分のことより他人のことという思いの強い人に対して、どのよう

に介入していくか考える必要があるということを聞きました。私は、将来福祉の現場で仕事が

したいと考えているため、引き続き考えていきたいと思いました。 

 ６日間を通して、普段の生活では考えないようなことを考える機会にもなったし、将来に活

かすことができる経験をさせていただけたと思います。 

 

 

岩手県立大学 

ソフトウェア情報学部 3 年 

箱石 文紀 

 

初めての中国地方、初めての長期間の外泊、初めての災害ボランティアセンターでの活動で

とても不安でいっぱいの初日でした。第 1 陣の活動報告がメールで流れる度に「果たして私に

できるだろうか、みんなを引っ張っていけるのだろうか」と活動に行く前から感じていました。

しかし、三原市の方々はとても優しい方々ばかりで、三原市社会福祉協議会の方々、宿泊させ

て頂いた藤本邸の高森さんご夫妻、ボランティアに来ている地元の方々、三原市の住民の方々

など、様々な方々から「岩手からよく来たね！」と快く迎え入れていただきました。その事が

とても嬉しかったです。私は私にできることをやろうと心に決めて 12 日間、仲間と共に頑張

りました。今回の活動を通し、様々なことを学びました。災害ボランティアセンターの仕組み

や役割、そして、支援の携わり方など、今まで考えていたことがまるっきり変わったり、そも

そも考えもしなかったことを考えたりと多くの経験をしました。やはり、実際に訪れて活動す

ることで、初めて気づいたり感じたりすることが多くあるのだと感じました。大学生でもでき

ること、また、現地ではない者だからこそ行動する意義を改めて感じました。大学生だからこ

その地域の関わり方をこれからも考えていきたいと思います。 

 

岩手県立大学 

ソフトウェア情報学部 3 年 

水馬 拓哉 

 

西日本豪雨災害により、今まで貴重な時間を過ごしてきた祖父の家や母校が沼田川の氾濫に

より沈み、少なくないショックを受けました。岩手県で生活しているが故に復旧の為の手伝い

をすることもできずにいて、地元の為に何かしたいとずっと思っていました。今回の災害ボラ

ンティアセンター支援活動を通じて、復旧・復興の為に何かしたいと考えそして行動に移して

いる方々と、地域の方々のニーズを繋ぐ橋渡し的な役割を持つ災害ボランティアセンターの重

要性を認識することが出来ました。 
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日本全国で災害が多発しており、いつ、どこで、何が起きても不思議ではない状況の中で、

災害ボランティアセンター運営のノウハウを共有するために日本全国の社会福祉協議会から

応援の人員が派遣されていることは、災害に対する備えとして重要なことであると感じました。

ですが、その他考慮すべき事象を考えずに理想を言うのであれば、0 次対策の様な事前の備え

をもっと出来ていればよいと感じました。今後、ソフトウェア情報学部で学んだ技術を 0 次対

策に生かしていけるか考えていきたいです。 

 

岩手県立大学 

総合政策学部 総合政策学科 3 年 

山田 美紗 

 西日本豪雨のボランティア活動では、運営のお手伝いから現地でのボランティア活動など

様々な経験をすることができました。これまでは、実際にボランティア活動に参加する側でし

たが、今回初めてボランティアさんを引き受ける運営側のお手伝いをし、被災された方のニー

ズとボランティアをマッチングさせる難しさを学ぶことができました。また、社協の方々と共

に活動し、社協さんの地域住民に寄り添う姿勢や、丁寧にニーズを聞き出し、住民の要望を第

一に考えることで、信頼関係を築きあげる姿に大変感銘を受けました。また、現地でのボラン

ティア活動、ローラー作戦等で被災された方々のお宅を訪問することで、被害状況や、ボラン

ティアの派遣具合だけでなく、被災された方々の精神状況が様々であることを学びました。ま

た、地域や自宅が復旧してもそこに住む方々の心の傷が癒えるには時間がかかり、そのために

社協さんが地域の方々に寄り添うことがいかに重要かを学びました。 

 

 

岩手県立大学 

総合政策学部 総合政策学科 2 年 

伊東 満帆 

 

今回、初めてボランティアに参加しました。災害当時、テレビで現状が流れていたのを見て

いましたが、実際に現地に行くと、浸水したお宅の当時の悲惨さや復興の現状を鮮明に把握す

ることができました。運営側で活動することで学べる事、実際に現場のボランティアに参加す

ることで感じる事は、普段生活している中では得ることのできないものばかりで、非常に濃い

時間を過ごすことができました。運営側で活動していく中で、被災した人の気持ちにどう寄り

添うのか、また、効率的に仕事をするために、日々変化する運営スタッフと一緒に情報共有す

る大切さを知りました。参加したメンバーは、知らない人たちばかりで、最初はうまくやれる

か心配でしたが、お互いに今日の出来事を共有して、助け合いながら仕事を行うことでどんど

ん距離が縮まって、最終的に学年問わず仲良くなれたことは、本当に貴重な経験になりました。 
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岩手県立大学 

看護学部 看護学科 2 年 

藤原 夕佳 

 

今回のボランティア活動を通じ、改めて人と人のつながり、助け合うということの重要性を

強く感じました。実際に被害状況や当時の様子を伺い、被災地の現状を自分の目で見て、報道

では知らなかった部分にも触れてみて、私自身多くのことを感じ、考えさせられた日々でした。 

12 日間の活動期間中、様々な班に加わり活動を行ってみて、毎日違う気づきがありましたが、

私の中で特に印象に残っているのは、ローラー作戦に参加し、当時の様子を伺った日のことで

す。ローラー作戦では社協の方と学生がペアとなり、ヒアリングシートと地図を持ちながら、

お宅を一軒一軒訪問をします。その日私たちが担当した地区は、奥へ進むほど土地が高くなっ

ており、浸水されたお宅と、浸水されなかったお宅が混在する地域でした。この地区でお話を

伺っていく中で、被災当時の状況がすさまじかったことを実感するとともに、この地区の人々

がどのようにして乗り越えてきたかという生の声を聞くことが出来ました。そのお話の中で、

雨で道路が寸断され、電気、水道も止まり、陸の孤島となったこの地区を支えたのは、紛れも

なく同じ地区の近所の方々だったということを知りました。一人暮らしのお宅も少なくなく、

近隣の方々が互いに気にかけていたからこそ、今回のような災害があっても助け合うことがで

きたのだと強く感じました。 

 今回はボランティアセンター運営側のボランティアということでしたが、正直なところ現地

で活動を行うまではあまりイメージはついていませんでした。しかし実際に活動を行ってみて、

ボランティアセンターや社協が大きな役割を担っていること、そして被災者とボランティアを

つなぐということが復旧、復興において必要不可欠な存在であることを強く実感しました。 

 今回のような現地での支援活動は初めてではありましたが、自分なりに目標を持ち、日々の

活動を行いました。ボランティアセンターの運営側にも携わってみて、今までとは少し違った

角度で、違った視点で被災地を見つめ、多くの学びを得ることが出来ました。この貴重な経験

を自分の中で深め、これから生きていく中で自分自身の糧としていきたいと思います。 
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岩手県立大学 

総合政策学部 総合政策学科 1 年 

前川 育緒佳 

 

  今回の活動を通して災害ボランティアセンターの存在を初めて知りました。今までボランテ

ィアはどのように派遣されて、当事者の方と連携をとって、作業にあたっているかなど考えた

こともありませんでしたが、この機関があって初めてボランティア活動が成立することが分か

りました。また、今回、社会福祉協議会の方と一緒に活動させていただく中で、市民に寄り添

う姿勢を学ばせていただきました。特にそのように感じたのは、被害にあっているにも関わら

ず、ボランティアの要請を遠慮してしまうお宅があり、何度も訪問を重ねて、お話を聞いても

らい、お話をしてもらう中で信頼関係が生まれ、やっとボランティアの依頼をしてもらえたと

いうことがありました。心を開いてもらうことの難しさを感じた一方で、地域の一人ひとりと

向き合い、もれなく対応する姿に刺激を受けました。これらは普段から地域と連携をとってい

ることで、災害時も柔軟に対応出来るのだと改めて感じました。加えて、七年前の東日本大震

災で被害にあった私の地元も、私の知らないところで災害ボランティアセンターが運営されて

いたと思うとさらに関心が高まりました。 

  他にも現地で活動する中で考えることや感じることがたくさんあり、とても貴重な経験にな

ったと強く感じています。このボランティア活動で学ばせていただいたことは、今後、携わる

ボランティア活動の他にも、普段の生活や将来にも活かし、繋げていきたいと思います。 
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２．埼玉県立大学大学生からのコメント 

埼玉県立大学 

保健医療福祉学部 社会福祉子ども学科 

社会福祉学専攻 2 年 

浅野 優香 さん 

 

今回、岩手県立大学のみなさんと一緒に活動をして、本当に初めて会ったとは思えないほど

楽しく過ごさせてもらいました。私は、途中から埼玉が 1 人になってしまい、最初は岩手の方

達と馴染めるか不安でしたが、とてもみなさん温かく迎えてくれました。一緒にローラー活動

を行ったり、衣食住を共にして最後には自分も岩手県立大学の一員になった様な気分でした。

この様に他の大学の方と活動する機会というのはあまり無いので、とても新鮮で、この様な機

会が増えればいいなと思います。 

 

埼玉県立大学 

保険医療福祉学部 社会福祉子ども学科  

社会福祉学専攻 2 年 

赤羽 未咲 さん 

 

今回のボランティアで初めて他大学の同世代の方々と一緒に活動しました。住む場所も大学

も違く、共通の過去もないのに、ただ一つ「三原市を助けたい」という気持ちが共通していた

だけで、驚く程仲良くなることができました。皆さんがテキパキ行動しているから私も行動し

ようと思え、皆さんが常に笑顔で明るいから私も明るくなれました。同じ学生だからこそ影響

力も大きく、私が頑張れたのは皆さんが頑張っていたからだと思います。 

 

埼玉県立大学 

保健医療福祉学部 社会福祉子ども学科 

社会福祉学専攻 2 年 

細井 由沙 さん 

 

慣れない土地での活動や変わりやすい天候により、体力がかなり消費される日もありました。 

約一週間のボランティア活動を、体調を崩さずに行うことができた要因として、他大学を含め

たグループで余暇の時間を有効に過ごしたことが挙げられます。また、交流を深めたことで、

その地域の郷土料理や伝統にも興味が湧きました。埼玉県立大学が長期に渡り活動できたのは、

間を繋いでくださった岩手県立大学の皆さまのおかげです。またともに活動できる日を楽しみ

にしています。 
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Ⅳ．これからに向けて 

 

１．岩手県内での活動報告会 

２．募金活動 
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１．岩手県内での活動報告会 

 

１）岩手から恩返し 古着で被災地支援レポート 

主催：ドンドンダウン オン ウェンズデイ 

日時：２０１８年９月 30 日（日） 11:00～16:00 

会場：クロステラス盛岡 シルヴァンプラザ 

 

 

 

 

 

 

２）岩手県立大学 西日本豪雨支援活動報告会 

主催：西日本豪雨支援活動学生チーム 

日時：２０１８年 10 月４日（木） 12:00～13:00 

会場：岩手県立大学共通講義棟 301 講義室 
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２．募金活動 

 

 10 月 20 日（土）、21 日（日）に開催された岩手県立大学大学祭にて、風土熱人 R が模擬店

出店と併せて募金活動を実施しました。訪れたお客さんに現地での活動や様子をお伝えしなが

ら募金の呼びかけを行い、総額 13,788円集まりました。 

 集まったお金は三原市社会福祉協議会へ全額寄付し、地域の復興支援活動の費用として活用

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回現地支援活動に携わった学生をはじめ、岩手県の学生全体で 

今後も息のながい応援をし続けていきたいと思います。 
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資料 

 

１．活動記録 

２．新聞記事 

３．活動協力者一覧 
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１．活動記録 

●第１期 

８月 23 日（木）07:36 盛岡駅発 

             はやぶさ 6 号東京行 

            （指定席） 

09:47 東京駅 着（乗り換え） 

10:10  東京駅 発 

               東海道新幹線のぞみ 23 号博多行 

              （指定席） 

13:44 福山駅 着（乗り換え） 

13:56 福山駅 発 

               JR山陽本線 三原行 

14:30 三原駅 着 

               山本先生と合流 

15:00  三原市の被害状況の確認 

              （現地に行き、豪雨による被害を確認） 

16:00 ボランティアセンター 着 

16:30 全体ミーティング 

              （VC の皆様と顔合わせ兼 VC の本日の活動報告） 

17:00 ボランティアセンター 発 

20:00 宿泊場所 藤本邸 着 

22:30 就寝 

8 月 24 日（金）6:20 起床 

8:00 宿発 

8:20 ボランティアセンター着 

8:40 ミーティング 

              （ボランティアセンタースタッフと） 

8:50 ボランティアスタッフ休憩所の清掃 

9:40 ニーズ票のデータ整理 

11:30 テントの設営 補強 

13:00 ニーズ票のデータ整理 

15:30 ヒアリングシート 地図づけ 

18:00 ボランティアセンター発 

20:00 宿着 

22:00 ミーティング 

23:00 就寝 
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8 月 25 日（土）6:30 起床 

8:00 宿発 

               (時間まで被害状況の確認) 

9:30 船木小学校着 

               (イベントの手伝いの内容の説明と確認) 

10:30 ドンドンダウンの手伝いと駐車場整備  

         (2 人 1 組に別れ、それぞれの活動) 

12:40 （12:30）昼食 

13:30 ドンドンダウンの手伝い再開と受付 

14:30 片付け 

15:20 船木小学校発 

15:50 VC にてミーティング（学生のミーティングも） 

19:45 宿着 

22:00 就寝 

８月 26 日（日）6:00 起床 

7:30 宿発 

8:00 ミーティング 

8:20 受付の準備 

8:45 受付開始、オリエンテーションの指導 

10:30 現地調査（被災者宅の訪問） 

13:30 帰ってきたボランティアさんへの対応の準備 

13:50 帰ってきたボランティアさんへの対応 

14:45 片付け（洗濯） 

16:35 VC にてミーティング 

20:30 宿着 

23:00 就寝 

８月 27 日（月）6:00 起床 

7:30 宿発 

8:00 ミーティング 

8:10 受付の準備   地図づけ 

9:00 受付開始、オリエンテーションの指導 

9:30 受付片付け 

11:00 メッセージ書き 

13:20 帰ってきたボランティアさんへの対応の準備 

14:00 帰ってきたボランティアさんへの対応 

               アウトリーチ 
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16:30 VC にてミーティング 

17:00 明日のボランティア団体さんの名前書き 

20:30 宿着 

23:30 就寝 

８月 28 日（火）6:00 起床 

7:30 宿発 

8:00 ミーティング 

8:15 受付の準備   マッピング 

9:00 受付開始、オリエンテーション 

9:30 受付片付け 

10:00 ヒアリングシートのデータ整理 

ヒアリングシートの地図付 

12:00 埼玉県立大学の学生さんと合流 

13:00 帰ってきたボランティアさんへの対応の準備 

13:40 雨対策 

14:00 雨の後処理 

14:45 洗濯 

15:00 オリエンテーションの準備 

16:45 ミーティング 

20:30 宿着 

21:30 学生ミーティング 

８月 29 日（水）6:20 起床 

7:30 宿発 

8:10 ミーティング 

8:20 受付準備  ニーズ内容等の確認 

9:00 受付開始  ニーズの確認（3 件） 

11:00 ニーズ支援経過表の記入 

11:30 冷えタオル、飲み水の用意 

13:00 帰ってこられたボランティアさんへの対応準備 

                     ニーズ再掘り起こし（4 件） 

14:00 帰ってこられたボランティアさんへの対応 

15:00 片付け 

15:30 洗濯 

16:30 ミーティング 

17:00  ボランティアセンター発 

20:10 宿着 
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８月 30 日（木）5:20 起床 

5:30 宿発（現地巡回） 

7:10 宿着 

7:40 宿発 

8:10 ミーティング 

8:15 ローラー班打ち合わせ 

9:00 北方ローラー午前の部開始 

12:00  ボランティアセンター着 

13:00 データ整理 

13:40 北方ローラー午後の部開始 

15:00 ボランティアセンター着 

15:10 データ整理 

16:40 ミーティング 

18:00 ボランティアセンター発 

22:00 宿着 

８月 31 日（金）6:00 起床 

7:30 宿発 

8:00 ミーティング 

8:20 ローラー班、マッチング班打ち合わせ 

8:40 ローラー開始 

11:50 ボランティアセンター着 

12:20 ボランティアセンター発 

14:20 三原駅 発 

                     JR山陽本線福山行 

14:50 福山駅 着（乗り換え） 

16:00 福山駅 発 

                     山陽新幹線のぞみ 38 号東京行 

                    （指定席） 

19:33 東京駅 着（乗り換え） 

20:16 東京駅 発 

                      JR東北本線はやぶさ 111 号盛岡行 

                    （指定席） 

22:27 盛岡駅 着 
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●第２期 

９月 10 日（月）7:36 盛岡駅 発 

9:47 東京駅 着 

10:10 東京駅 発 

13:44 福山駅 着 

13:56 福山駅 発 

14:30 三原駅 着 （水馬合流） 

15:00 レンタカーで車を借り、災害 VC へ向かう 

15:30 災害 VC 着 スタッフの方へあいさつと作業のお手伝い 

16:30 VC ミーティング 開始 

17:00 ミーティング 終了 

17:30 VC 発 みはらし温泉へ向かう 

18:00 みはらし温泉 着 入浴 

20:00 みはらし温泉 発 

20:30 スーパーで買い出し 

21:00 宿 着 

22:30 ミーティング 

９月 11 日（火）6:00 起床 

7:15  宿発 

8:00 ミーティング 

8:30 各グループでミーティング 

                    ニーズ掘り起こし班(箱石、藤原、前川) 

                    活動受付班(山田) 

                    ニーズ受付班(水馬) 

               12:00 昼食 

13:00 午前中の続きの作業 

16:30 ミーティング 

17:30 VC 出発 

21:00 宿着 

22:00 県大ミーティング 

９月 12 日（水）06:00 起床 

07:15 宿発 

08:00 ミーティング  

08:30 各グループでミーティング 活動開始 

10:30 雨のためボランティア受付終了 

12:00 昼食 
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13:00 午後の活動再開 

15:30 伊藤(～9/19) 合流 

16:30 ミーティング 

17:30 VC 出発 

22:00 宿着 

23:30 県大ミーティング 

９月 13 日（木）06:00 起床 

07:00 出発 

08:00 ミーティング  

08:30 各グループでミーティング 活動開始 

12:00 昼食 

12:40 3 大学集合写真撮影に関するミーティング 

13:00 活動再開  

16:30 ミーティング 

17:30 3 大学集合写真撮影 

18:00 VC 出発 

19:00 到着 

９月 14 日（金）06:00 起床 

07:30 宿発 

08:00 各グループでミーティング  

08:15 ミーティング 活動開始 

12:00 昼食 

13:00 活動再開  

16:30 ミーティング 

18:00 VC 出発 

18:40 スーパーで買い出し 

19:15 宿着 

21:00 県大ミーティング 

９月 15 日（土）06:00 起床 

07:30 宿発 

08:00 各グループでミーティング  

08:15 ミーティング 活動開始 

12:00 昼食 

13:00 活動再開  

16:30 ミーティング 

18:00 VC 出発 
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18:40 スーパーで買い出し 

19:15 宿着 

21:00 県大ミーティング 

９月 16 日（日）06:00 起床 

07:30 宿発 

08:00 ミーティング 活動開始 

12:00 昼食 

13:00 活動再開 

16:30 ミーティング 

18:00 VC 出発 

18:40 スーパーで買い出し 

19:15 宿着 

９月 17 日（月）06:00 起床 

07:30 宿発 

08:00 ミーティング 活動開始 

12:00 昼食 

13:00 活動再開 

16:30 ミーティング 

18:00 VC 出発 

18:30 スーパーで買い物 

19:00 宿着 

23:00 ミーティング 

９月 18 日（火）06:30 起床 

08:10 宿発 

08:30 ミーティング  活動開始 

12:00 昼食 

13:00 活動再開 

16:30 ミーティング 

18:00 VC 出発 

18:40 スーパーで買い出し 

19:15 宿着 

9 月 19 日（水）06:30 起床 

08:10 宿発 

08:30 ミーティング  活動開始 

12:00 昼食 

13:00 活動再開 
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16:30 ミーティング 

18:00 VC 出発 

９月 20 日（木）06:30 起床 

07:40 宿発 

08:00 ミーティング 

09:00 受付開始 

11:30  受付終了 

12:00 昼食 

13:00 午後の活動再開 

16:40 ミーティング 

９月 21 日（金）06:00 起床 

07:40 宿発 

08:00 ミーティング 活動開始 

13:00 VC 発 

14:00 昼食 

15:15 三原駅 発 

15:48 福山駅 着 

16:00 福山駅 発 

19:33 東京駅 着 

20:16 東京駅 発 

22:27 盛岡駅 着 
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２．新聞記事 

 

７月 14 日（土）岩手日報 社会面（32）「県内学生も支援協議」 
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７月 22 日（日）岩手日報 社会面（25）「西日本の力に 募金呼びかけ」 
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８月 19 日（日）岩手日報 地域面（24） 

「いわて学生ボランティアネットも支援金」 
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８月 20 日（月）盛岡タイムス 4 面「西日本豪雨被災に支援金」 
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８月 24 日（金）岩手日報 社会面（29）「県立大学、広島へ」 
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９月 4 日（火）岩手日報 特殊面（19）「豪雨被災地のニーズを共有」 
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３．活動協力者・機関一覧 

 

【募金活動にご協力いただいた団体・機関等】 

・株式会社 川徳 

・クロステラス盛岡 

・いわて県民情報交流センター 

・盛岡市役所 

・岩手県立大学 

・NPO 法人フードバンクいわて 

・NPO 法人いわて GINGA-NET 

・盛岡市社会福祉協議会 

 

【現地支援活動にご協力いただいた方・団体等】 

・三原市社会福祉協議会の皆様 

・社会福祉法人中央共同募金会 

・社会福祉法人全国社会福祉協議会 

・一般社団法人ソーシャルワーク教育学校連盟 

・株式会社ドンドンアップ 

・公立大学法人埼玉県立大学 

・公立大学法人長野大学 

・公立大学法人県立広島大学 

・岩手県立大学学生支援室 

・山本 克彦氏（日本福祉大学） 

・新井 利民氏（埼玉県立大学） 

・日野 泰宏氏（越谷市社会福祉協議会） 

・高森 裕子氏（三菱総合研究所） 

 

その他、多くの個人の皆様からの御寄付、募金箱設置を許可してくださった関係者

様、私たちの活動を取り上げてくださった新聞社、ご協力くださったすべての皆様

に感謝申し上げます。 


